
柱（はしら）とは、書籍や雑誌など冊子形式の印刷物の
紙面において、内容が印刷される範囲［＝版面］周囲の
余白（マージン）に配置される、書名・章・節・内容の
要点などを記した文字列をいいます。読者に目的の内容
に該当するページを探しやすくすることを目的としたも
のなので、文芸書や雑誌など省略される場合もあります。
また、辞書における欄外の見出しも柱の一種といえます。 
柱の配置には、奇数ページと偶数ページとの両方に柱を
配置する両柱と、片方のページ（主に奇数ページ）のみ
に柱を配置する片柱があります。
柱の内容は、一般に本文中の見出しの語句に準じ、両柱
の場合は奇数ページにより狭い範囲の事項、偶数ペー
ジにより広い範囲の事項が充てられます（奇数ページが
章ならば偶数ページが書名、奇数ページが節ならば偶数
ページが章など）。片柱の場合は書名や章が充てられ、t
とくに雑誌では誌名のほか刊行年月や号数が記されるこ
とがあります。書名のように冊子全体に同じ内容の柱が
記されることを通し柱（とおしばしら）といいますが、
実用上の意味は薄いので、書籍ではあまり用いられなく
なっています。これに対して、節などページによって異
なる内容を記す柱をページ柱（ぺーじばしら）といいま
す。また、見出しを含むページでは、その見出しの柱を
省略するやりかたがあります。
柱が配置される位置は、ページ上方や下方の余白に、ペー
ジの中央か小口に寄せて置かれるのが一般的ですが、本
文が縦組の場合には小口側の余白に配置される場合もあ
ります。また、柱の文字列はとくに字間を空けて配置さ
れる [ ＝字割り ] ことがあります。 
パソコンで印刷物を制作する場合、ワープロソフト
や DTP ソフトでは本文の取り扱いと別に柱の文字列
を設定することができます。ワープロソフトではヘッ
ダー・フッターと呼ばれるページ上・下部余白の画面に、
DTP ソフトでは全ページに共通する要素を指定するマ
スターページと呼ばれる画面に柱を配置し、複数ページ
に表示するのが一般的です。 なお、和装本の場合、袋
綴じの折り目に書名や巻数が記されることが多く、これ
を柱または版心（はんしん）、目（め）などといいます。

柱

Copyright © 2007 Musashino Art University. All Rights Reserved. 

概要

はしら

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

　　　　　　柱　01

あ

か

さ

た

な

は

ま

や

ら

わ

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z

1819

小見出し ノンブルノド

中
見
出
し

キャプション

柱版面

ノンブル

大見出し

リード


